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高松市水環境基本計画 第１期実施計画 

平成２３年度実績報告 ＜概要版＞ 

 

水の持つ多面的な価値を，最大限に発揮させるシステムを構築し，世代を超えて引き継いでいく「持

続可能な水環境の形成」を実現するため，平成 22年９月に「高松市持続可能な水環境の形成に関す

る条例」を制定し，この条例に基づき「５つの基本方針」と「15 の目標」を定めた「高松市水環境基

本計画（H23～H42）」を策定しました。 

この基本計画の体系として「38 の施策」と「78 の具体的取組」を設定した「第１期実施計画（H23

～H27）」を策定し，水に関する様々な取組を推進するとともに，総合的かつ効果的な進行管理を行う

こととしています。 

この度，23 年度の具体的取組の実績や目標達成度等について取りまとめました。 

 

「計画体系と５つの基本指針」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「評価方法等について」 

第１期実施計画においては，客観的な進捗状況を把握するため，具体的取組７８項目のうち， 

３１項目について，３７の指標を設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

評価等については，指標設定済分と指標未設定分について，それぞれについて，次の方法で 

実施しました。 

１ 身近な水環境の意識の強化 

２ 水循環の健全化 

３ 良好な水辺環境の創出 

４ 安全で安心なまちづくりの推進 

５ 持続可能な水の利用および管理のあり方の検討 

＜5項目＞ 

 

＜15 項目＞ 

＜38 項目＞ 

＜78 項目＞ 

基本計画 

実施計画 

目  標 

施    策 

基本方針 

具 体 的 取 組 

平成 23 年度は，渇水の発生がなかったため，目標

15 項目のうち１項目，施策 38 項目と具体的取組 78

項目のうちそれぞれ２項目が対象外となっています。 

具体的取組項目 

７８項目 

指標設定済 

３１項目（３７指標） 

 

指標未設定 

４７項目 
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（１） 指標設定済分の評価（指標評価）について 

平成２３年度の実績値を同年度の目標値で割った数（達成度合）を下記の評価基準に基づき評価

しました。 

 

 

 

 

 

（２） 指標未設定分の取組状況について 

平成２３年度に取り組んだ実績内容について，下記判断基準に基づき，取組状況を総合的に判断

しました。 

 

 

参考 

○：指標評価のＳ相当，△：指標評価のＡ，Ｂ相当，×：指標評価のＣ，Ｄ，Ｅ相当 

 

評価結果等の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

達成度合 
100～

96% 
95～86% 85～71% 70～56% 55～41% 40～0% 

評価区分 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

取組状況 実現できた 
ある程度 

実現できた 

あまり 

実現できなかった 

状況区分 ○ △ × 

「指標評価基準」 

「判断基準」 
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全体目標の評価結果 

取組目標のうち，計画全体の達成度を総合的に評価できるよう，①水の確保【安定した水供給】，②

水の使用【水環境意識の強化】，③水の排水【生活排水対策】，④水の保全【水質保全】の水循環の観点

から，次の４つの指標を全体目標として設定しています。 

 

①安定した水供給

③生活排水対策④水質保全

②水環境意識の強化

※ 水循環の観点

からは，全て

「Ｓ」の高い評

価結果となって

いる。 
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指標評価の詳細 

 指標評価結果一覧     S:96%以上，A:86%～，B:71%～，C:56%～，D:41%～，E:40%以下 

基本方針１ 身近な水環境の意識の強化  「○▼」は減少が望ましい指標 

取組事項 評価/達成率 指  標 
目標値 

（Ｈ２３年度） 
実績値 

（Ｈ２３年度） 

水道使用水量の縮減 Ｓ 99.7% 
１人１日当たり水道平均使用
水量 ○▼  

３０５リットル ３０６リットル 

節水キャンペーンの
実施 

Ｓ  
前年同期と比較した水道使用
水量減少率 

前年度より減 △３．７％ 

水環境に関する学習
機会の確保 

Ｂ 
78.9% 
80.4% 

「香川用水の水源巡りの旅 
事業」参加中学校・生徒数 

１９校 
３，２７８人 

１５校 
２，６３７人 

環境に関する出前講
座の開催 

Ｓ 109.1% 講座開催回数／年 ５５回 ６０回 

Ｂ 82.4% 受講者数／年 ２，１００人 １，７３０人 

生涯学習センター等
における環境学習講
座の開催 

Ｂ 79.5% 講座開催回数／年 １８５回 １４７回 

Ｓ  140.0% 受講者数／年 ３，０００人 ４，１９４人 

基本方針２ 水循環の健全化       「○▼」は減少が望ましい指標 

取組事項 評価/達成率 指  標 
目標値 

（Ｈ２３年度） 
実績値 

（Ｈ２３年度） 

自己処理水源の確保 Ｓ 96.6% 自己処理水比率 ４１．５％ ４０．１％ 

地下水源の確保 Ｓ 100.0% 地下水源開発水量 ２，０００㎥／日 ２，０００㎥／日 

配水管の更新推進 Ｓ 97.6% 
配水管布設替延長 
（22 年度を基準とした延べ数） 

１１，９７５ｍ １１，６８９ｍ 

漏水の防止 Ｓ  漏水率 ○▼  毎年６％以下 ４．８％ 

鉛製給水管の取替推
進 

Ｓ 99.4% 
鉛製給水管残存率（17 年度 
を 100 とした場合の割合） 

○▼  
８２．４％ ８２．９％ 

雨水貯留施設の整備
促進 

Ｓ 106.3% 
整備費助成により整備された
施設の雨水貯留量 
（9年度を基準とした延べ数） 

１，９０１．１㎥ ２，０２１．３㎥ 

雨水貯留施設の整備
促進 

Ｓ 96.2% 
不要浄化槽転用助成により 
整備された施設の雨水貯留量 
（9年度を基準とした延べ数） 

９１９．５㎥ ８８５．０㎥ 

下水処理水再生水の
利用促進 

Ｓ 101.6% 再生水利用施設数 ６２施設 ６３施設 

森林整備，造林事業の
推進 

Ａ 93.7% 
分収造林事業による年間間
伐・枝打ち面積（延べ数） 

６０５ｈａ ５６７ｈａ 

「いざ里山」市民活動
支援事業の推進 

Ｓ 111.2% 年間整備保全面積 ２．６８ｈａ ２．９８ｈａ 

雨水浸透施設の整備
促進 

Ａ 93.8% 
雨水浸透施設設置費助成制度
による浸透ます設置数 
（15 年度を基準とした延べ数） 

１６基 １５基 

透水性舗装の整備推
進 

Ｓ 102.2% 透水性舗装整備済延長 １０，２００ｍ １０，４２８ｍ 

全市域の下水道化 Ｓ 99.9% 汚水処理人口普及率 ８２．２％ ８２．１％ 

合流式下水道の改善 Ｓ 100.0% 合流式下水道改善率 ５３％ ５３％ 
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S:96%以上，A:86%～，B:71%～，C:56%～，D:41%～，E:40%以下 

基本方針３ 良好な水辺環境の創出 

取組事項 評価/達成率 指  標 
目標値 

（Ｈ２３年度） 
実績値 

（Ｈ２３年度） 

公共下水道への接続
促進 

Ｓ 100.0% 公共下水道接続率 ９０．１％ ９０．１％ 

河川の環境基準の達
成 

Ｓ 100.0% 
河川の環境基準の達成率 
（ＢＯＤ） 

６７％ ６７％ 

ため池の浚渫 Ｓ 100.0% 
浚渫したため池のか所数 
（22 年度を基準とした延べ数） 

１７か所 １７か所 

都市公園等の整備 Ａ 92.6% １人当たり都市公園等面積 ８．２６㎡／人 ７．６５㎡／人 

生態系保全水路工法
の採用 

Ｓ 100.0% 
採用水路数 
（22 年度を基準とした延べ数） 

２か所 ２か所 

ため池の水辺環境整
備 

Ｓ 100.0% 
「ため池守り隊市民活動」 

支援事業取組か所数 
３か所 ３か所 

基本方針４ 安全で安心なまちづくりの推進 

取組事項 評価/達成率 指  標 
目標値 

（Ｈ２３年度） 
実績値 

（Ｈ２３年度） 

渇水対応の実施 ―  渇水時の節水目標達成率 １００％ ― 

水道施設の耐震化 Ｓ 101.1% 基幹管路耐震化率 ３５．０％ ３５．４％ 

下水道施設の耐震化 Ａ 86.7% 
下水処理場・ポンプ場耐震化
率 

６２．５％ ５４．２％ 

下水道施設の耐震化 Ｓ 101.2% 下水管きょ耐震化率 ３２．６％ ３３．０％ 

自主防災組織の結成
促進 

Ａ  92.2% 自主防災組織活動カバー率 ７６．０％ ７０．１％ 

雨水対策の推進 Ｓ 100.0% 雨水対策整備済面積 ２８３３．１ha ２８３３．１ha 

高潮等対策の推進 Ｂ  81.4% 
防潮堤整備による浸水（床上
下）棟の解消率 

４８．９％ ３９．８％ 

耕作放棄地の活用 Ｂ  85.7% 
耕作放棄地再生利用面積 
（21 年度を基準とした延べ数） 

３．５ｈａ ３．０ｈａ 

ため池の整備 Ｓ 
100.0% 
100.0% 

整備か所数 
（19 年を基準とした延べ数） 

県営 ８か所 
団体営 ６か所 

県営 ８か所 
団体営 ６か所 

ため池の整備 Ｓ 100.0% 
再編整備地区数 
（19 年を基準した延べ数） 

２地区 ２地区 

指標を設定している３７項目のうち，３１項目がＡ評価（達成度８６％）以上の高い評価結果となっ

ている。（Ｓ評価２６項目，Ａ評価５項目，Ｂ評価５項目，評価対象外１項目） 

＜Ｂ評価５項目について＞ 

・水環境に関する学習機会の確保：学校行事の関係で参加できなかった学校があったため。 

・環境に関する出前講座の開催：開催回数は増加したが，参加人数が減少したため。 

・生涯学習センター等における環境学習講座の開催：参加人数は増加したが，開催回数が減少したため。 

・高潮等対策の推進：東日本大震災の復興に伴い，国の補助金が減額となったため。 

・耕作放棄地の活用：周知に努めたが，利用申請者数が伸び悩んだため。 
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 実施した取組項目７６項目のうち，実現できた「○（達成度合 96％以上」２５項目，ある程度実現できた「△（達成度合 71％～95％）」４４項目，あまり実現できなかった「×（達成度合 70％以下）」７項目 
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取組状況が「○」のうち，特筆すべき具体的取組について 
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取組状況が「×」の具体的取組７項目について 
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